






























理論的検討にあたる第 1 章，第 2 章，第 3 章を経て，第 4 章から実証的検討を行った。














3・4】では，【研究 2】の 11 カテゴリに基づいて項目が作成され，自己変容に対する志向






















 第 7 章では，“自分が変わることをどのように思っているのか”という問いに基づいて研
究を行った。【研究 9】では，大学生を対象に自由記述式の調査が行われ，自己変容の捉え







 第 8 章では，【研究 10】の結果を踏まえて，自己変容の捉え方のうち“葛藤”のみに着目
して検討を行った。【研究 11】では，葛藤を扱った先行研究に基づいて，自己変容と現状
維持に関して，メリットやデメリットを尋ねるバランスシート作成し，自由記述を収集し
た。自己変容を肯定する者が多い一方で，自己変容のデメリットや現状維持のメリットに
関する記述も多く得られたことから，自分が変わることに対して，葛藤が存在している可
能性が示唆された。【研究 12】では，【研究 11】の結果に基づいて，自己変容のメリット・
デメリット予期の項目が作成され，クラスタ分析によって 5 群が抽出された。中学生は，
自己変容のメリットやデメリットについてあまり予期していない“予期低群”と，現在の自
分を維持することのメリットを予期する“現状維持メリット予期群”の出現率が多かった。
高校生は，今のままの自分でいることのデメリットを予期しつつも，変わることの損失も
予期している“回避-回避葛藤群”の出現率が多かった。大学生は，変わることと今のままで
いることの両方にメリットを予期している“接近-接近葛藤群”の割合が特に多かった。葛藤
群の間の差異に着目すると，回避-回避葛藤群は，接近-接近葛藤群よりも自己変容の実現，
自尊感情，内省の得点が低かった。 
第 9 章では，これまでの研究を総括し，得られた知見について個人差と発達的変化の観
点から整理した。得られた結果を，青年の人格形成や心理的適応の観点からまとめると，
自己変容を望む際には，現在の自己のみに注目して否定するのではなく，理想とする自分
をイメージして計画的に取り組むとともに，自分の中にある葛藤を理解することが重要で
ある。特に，変わっていくことでもたらされる利益だけでなく，今のままの自分にも良い
面があることに気付き，受容できるようになることで，心理的適応を保つことが可能とな
ると考えられる。 
続いて，学校段階の比較によって有意差が示された知見を取り上げて整理した。青年期
前期（中学生）は，“変わってみたい”という言葉で表現されるような，自己変容への関心
が薄く，空想的な自己変容を望む段階にあることが考えられる。そして，青年期中期（高
校生）は，“今のままではいけない”という言葉で表現されるような，自己変容を望む一方
で，変わることへの葛藤が見られる段階にあることが考えられる。さらに，青年期後期（大
  
学生）は，“理想の自分に近づきたい”という言葉で表現されるような，理想の自分に向か
って，現実的な自己変容を望む段階にあることが考えられる。以上をまとめると，青年期
において，変容を空想する段階から，今の自分の否定性に直面し，そこからの脱却を望む
中で，次第に理想の自分に向けて現実的な変容を目指す段階へと発達的に変化することが
示唆された。 
これらの整理を踏まえた上で，教育的・臨床的支援への提言が行われた。具体的には，
現実自己だけでなく理想自己への注意を促すこと，自己変容を進めるための現実的な筋道
を吟味すること，自分の中にある不安や葛藤を理解することが重要であることが示された。
その実践の一例として，学校現場における教育実践活動で使用できるワークシートを作成
した。このワークシートの対象は，中学生・高校生・大学生であり，今の自分を変えたい
という気持ちを持っている者をサポートするために，本論文の結果に基づいて，三つの
STEP に沿って質問が設定されている。 
最後に，本論文の限界と今後の展望が論じられた。限界として，本論文で対象となった
年代やサンプル層が限定的であること，横断調査による学校段階間の比較を行っているこ
と，独自に作成した項目の信頼性や妥当性の検討が十分でないこと，回答者の言語表出能
力や文章読解力の影響が統制されていないことが挙げられた。そして，今後の展望として，
実際に自己が変容する過程を捉えること，他者や環境などの外的要因によって生じる自己
変容を扱うこと，過去から現在の自己変容を含めて検討することが述べられた。 
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